
平成２０年８月２５日

高知県における平成２０年７月分の電力需給状況 四国電力(株)高知支店

＜需　要＞ (表－１)需要実績 [百万kWh,%] (表－２)大口の産業別内訳 [百万kWh,%]

高　　知　　県 全　　社　　計 当　　月 累　　計

・販売電力量計では､４億２千０百万ｷﾛﾜｯﾄ時、対前年比 当　　月 累　　計 当　　月 累　　計 電力量 前年比 電力量 前年比

　１０２.７％となった。 電力量 前年比 電力量 前年比 電力量 前年比 電力量 前年比 機　　械 30.6 115.3 111.9 113.2

139 97.8 539 98.6 708 100.8 2,803 100.4 化　　学 11.0 96.2 50.9 104.0

33 94.9 125 94.7 165 95.9 592 94.9 紙パルプ 12.7 102.3 47.8 102.2

172 97.3 664 97.8 873 99.8 3,395 99.4 鉱　　業 3.2 106.1 12.8 103.2

　　　　　　　　　　　　　　　　　（表－１, 図－１） 132 108.1 408 102.6 698 111.1 2,144 103.3 繊　　維 2.2 84.5 8.5 85.5

116 105.6 436 104.5 1,028 110.4 3,850 106.9 鉄　　鋼 3.3 103.1 12.6 108.9

( 76) (106.3) ( 295) (106.5) ( 789) (111.6) ( 3,035) (108.7) そ の 他 12.9 105.5 49.9 104.3

248 106.9 844 103.6 1,726 110.7 5,994 105.6 計 75.9 106.3 294.4 106.5

[需要の内訳] 420 102.7 1,508 101.0 2,599 106.8 9,389 103.3

(注1)特定規模需要とは、特別高圧電力および高圧電力の合計で自由化の対象。

・家庭用などの｢電灯｣は、７月の気温は前年に比べ高めに

　推移したものの、６月下旬の気温が低めに推移したこと (図－１)販売電力量計の対前年比の推移 (図－２)大口電力の対前年比の推移

　などから、対前年比９７.８％となった。

・事務所ビル･大型商店などの｢業務用」については、

  ７月の気温が前年に比べ高めに推移した影響などから､

　対前年比１０８.１％となった。

・産業用の｢大口電力」は、機械､紙パルプ､鉱業､鉄鋼などが

　前年を上回ったことから､対前年比１０６.３％となった｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　（表－２, 図－２）

＜供　給＞

・月平均の全社自流式出水率は、６１．６％ 。

　(上旬 ９７．３％, 中旬 ５５．０％, 下旬 ３１．５％） ＜参考＞高知市内の平均気温 (℃)

６  月 ７  月

・月末の全社貯水池保有量は､１億３千８百万ｷﾛﾜｯﾄ時で 上旬 中旬 下旬 平均 上旬 中旬 下旬 平均

　満水比 ５６.４％ 。 実　績 21.3 23.0 24.4 22.9 26.0 28.2 29.5 27.9 

平年差 ▲0.4 0.4 0.7 0.2 0.7 1.6 2.2 1.5 

前年差 0.0 0.2 ▲1.7 ▲0.5 1.3 2.7 1.6 1.8 
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